
※1　余剰繰越金の分配とは？

A）　1年間にくる交付金 （仮に200万円の場合）

A組織

200万円

B）　国が繰越を認めているとされる額

・ Aの３割＝６０万円
・ ただし、１００万円を超えない。

C）　判定

〇パターン１：　余剰繰越金なし

繰越２０万円 理由：Aの３割以下のため。

〇パターン2：　余剰繰越金なし

繰越８０万円 理由：100万円を超えないため。

×パターン3：　余剰繰越金あり

理由：

繰越１１０万円 Aの3割以上、なおかつ

100万円を超えている。

６０万円 ５０万円
=適正繰越額 =余剰繰越額

６０万円は、 「この５０万円は過剰な繰越とみなし、
このA組織で 繰越金が少ない組織で使用するように」
4月～7月に使用。 というのが、

令和４年度に町から受けた指導。
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【繰越金の分配について】

R6 適正繰越金 R6 余剰 上乗せ 分配額

交付金
交付金×

0.3
繰越金 繰越金 交付額

A B=A×0.3 C C/A D＝B-C -4,762,284 -4,762,284 D+E

1 農地・水・平和 926,980 278,094 44,223 5% ○ 233,871 -264,571 -264,571 -30,700

2 上地域 2,696,220 808,866 623,958 23% ○ 184,908 0 184,908

3
幸野溝地区地域
資源保全隊

2,654,880 796,464 778,923 29% ○ 17,541 0 17,541

4 上代 899,520 269,856 95,298 11% ○ 174,558 0 174,558

5
深田東地域資源
保全隊

3,223,932 967,179 0 0% ○ 967,179 0 967,179

6 上南地区 1,650,376 495,112 912,513 55% ○

7 あらた 2,436,896 731,068 1,402,327 58% × 671,259 0 #VALUE!

8
須恵・深田畑総地
帯活動組織

950,184 285,055 0 0% ○ 285,055 0 285,055

9 今井 2,071,200 621,360 45,552 2% ○ 575,808 0 575,808

10 湯の原団地 376,700 113,010 119,771 32% ○ 0 #VALUE!

11 阿蘇・諏訪団地 275,200 82,560 0 0% ○ 82,560 0 82,560

12 瀬ノ上 362,880 108,864 156,831 43% ○ 0 #VALUE!

小計 18,524,968 5,557,488 4,179,396 671,259 2,521,480 -264,571 -264,571 #VALUE!

1
岡原百太郎環境
保全隊

5,705,280 1,711,584 996,392 17% ○ 715,192

2 築地 5,496,480 1,648,944 1,249,227 23% ○ 399,717 0 399,717

3
中・竹地域資源保
全隊

3,893,760 1,168,128 951,154 24% ○ 216,974 0 216,974

4 古草城・明廿 3,180,960 954,288 866,660 27% ○ 87,628

5 柳別府 1,558,560 467,568 188,381 12% ○ 279,187 0 279,187

6 湧川隊 3,033,600 910,080 1,910,327 63% × 1,000,247

7 大島地区 1,905,240 571,572 309,276 16% ○ 262,296 0 262,296

8 脇の前 1,865,280 559,584 414,617 22% ○ 144,967

9
久鹿区地域資源
保全隊

3,676,800 1,103,040 265,521 7% ○ 837,519 0 837,519

10 岡留保全隊 2,190,528 657,158 0 0% ○ 657,158 0 657,158

11 寺池 2,776,800 833,040 863,070 31% ○ 0 #VALUE!

12 二子 1,824,960 547,488 235,816 13% ○ 311,672

小計 37,108,248 11,132,474 8,250,441 1,000,247 3,912,310 0 0 #VALUE!

合計 55,633,216 16,689,962 12,429,837 1,671,506 6,433,790 -264,571 -264,571 #VALUE!
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活動組織別　交付金・繰越金一覧 Ｒ６　持越金改善計画

活動組織名
繰越
比率

適正
額

か？
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分

※　余剰繰越金は、繰越金の額が当該年度交付金の３割を超えかつ１００万円を超える組織の適
正繰越金を超えた額とする。
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E　上乗せ
交付後の余
りを一律に

分配

E　上乗せ交付
後の余りを一

律に分配

※

今年度は分配する繰越額

が約160万円と、少ないの

で、この方法通りには分

配できないので、次ページ

のように分配したい。



適正繰越金 R6 ※1　余剰 ※2　分配額 ※3　分配後の予算

交付金×0.3 繰越金 繰越金 417876.5 （4月～7月？使用）

A B=A×0.3 C
D＝
C/A

E F＝C-B G H

1 農地・水・平和 926,980 278,094 44,223 5% ○ 44,223
2 上地域 2,696,220 808,866 623,958 23% ○ 623,958

3
幸野溝地区地
域資源保全隊

2,654,880 796,464 778,923 29% ○ 778,923

4 上代 899,520 269,856 95,298 11% ○ 95,298

5
深田東地域資
源保全隊

3,223,932 967,179 0 0% ○ 417,878 417,878

6 上南地区 1,650,376 495,112 912,513 55% ○ 912,513
7 あらた 2,436,896 731,068 1,402,327 58% × 671,259 731,068

8
須恵・深田畑総
地帯活動組織

950,184 285,055 0 0% ○ 417,876 417,876

9 今井 2,071,200 621,360 45,552 2% ○ 45,552
10 湯の原団地 376,700 113,010 119,771 32% ○ 119,771
11 阿蘇・諏訪団地 275,200 82,560 0 0% ○ 417,876 417,876
12 瀬ノ上 362,880 108,864 156,831 43% ○ 156,831

小計 18,524,968 5,557,488 4,179,396 671,259 1,253,630 4,761,767

1
岡原百太郎環
境保全隊

5,705,280 1,711,584 996,392 17% ○ 996,392

2 築地 5,496,480 1,648,944 1,249,227 23% ○ 1,249,227

3
中・竹地域資源
保全隊

3,893,760 1,168,128 951,154 24% ○ 951,154

4 古草城・明廿 3,180,960 954,288 866,660 27% ○ 866,660
5 柳別府 1,558,560 467,568 188,381 12% ○ 188,381
6 湧川隊 3,033,600 910,080 1,910,327 63% × 1,000,247 910,080
7 大島地区 1,905,240 571,572 309,276 16% ○ 309,276
8 脇の前 1,865,280 559,584 414,617 22% ○ 414,617

9
久鹿区地域資
源保全隊

3,676,800 1,103,040 265,521 7% ○ 265,521

10 岡留保全隊 2,190,528 657,158 0 0% ○ 417,876 417,876
11 寺池 2,776,800 833,040 863,070 31% ○ 863,070
12 二子 1,824,960 547,488 235,816 13% ○ 235,816

小計 37,108,248 11,132,474 8,250,441 1,000,247 417,876 7,668,070
合計 55,633,216 16,689,962 12,429,837 1,671,506 1,671,506 12,429,837

この内容で承認されれば、５月末までに、口座から必要額を移動します。
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活動組織別　交付金・繰越金一覧 Ｒ６　持越金改善計画

活動組織名 R6交付金
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適正
額
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百
太
郎
分

※１　余剰繰越金は、繰越金の額が当該年度交付金の３割を超えかつ１００万
円を超える組織の適正繰越金を超えた額とする。
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※2　D持越比率が、マイナス及びゼロの組織に、一律の額を分配する。

※3　組織の枠にとらわれず、各組織の使途計画に基づき、必要な組織が使用
する。農業支援センター、百太郎溝土地改良区のそれぞれで調整する。


